
 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

  猛暑の夏が過ぎ、朝晩少し肌寒い日もありますが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか？ 

 組合事務所のある東京では、異例の夏のインフルエンザが流行しています。電車内で咳き込んでいる 

 人もよく見かけますが、咳をしている人はだいたい皆さんマスクをしておりません…。 

  コロナ禍の教訓（手洗い・マスク着用・ソーシャルディスタンス）は、既に忘れられているようです。 

 

【重要】在留許可申請手数料改定について 

 8 月 28 日に出入国在留管理庁から、2026 年 10 月 1 日以降に申請した在留許可申請の手数料を 

改定（値上げ）する旨通知がありました。（金額詳細は裏面に記載） 

 在留許可は、日本で生活する外国人（実習生・特定技能・留学生・日本人配偶者・永住者・就労ビザ 

など全て）が、必ず申請しなければいけないものであり、旅行客など一時的に日本を訪れる人が負担 

する費用とは異なります。この在留許可申請の費用が、大幅に値上げされ、実習生などの 1 年ビザは 

現在の 6,000 円から 5.5 倍の 33,000 円（窓口申請の金額）になります。 

 今後の在留申請手数料の負担につきまして、組合と致しましては、以下のように考えております。 

 

・【実習生】 変更なし 制度終了まで、従来通り受入れ企業様にご負担いただきます。 

・【特定技能 1 号】 企業ごと相談の上決定 （本人負担・本人と企業で折半・企業負担） 

・【特定技能 2 号】 本人負担 

・【育成就労】   検討中 

  組合では 9 月中に申請できるものは（12 月在留期限分まで）可能な限り申請を出しました。 

 今後、請求書にて 9 月まで申請分→￥6,000 10 月以降申請分→許可期間に応じて実費 にて 

請求致します。また、窓口申請よりもオンライン申請の手数料が安く設定されておりますので、 

可能な限り、オンラインで申請するように致します。ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

【重要】技能実習生選抜がついに終了します 

以前からご案内しておりました通り、技能実習制度が 2027 年 4 月 1 日に終了する事に伴い、 

技能実習生の受入れ選抜も、2026 年 11 月をもって終了させていただきます。 

新制度開始前に、非常に多くの実習生受入れのご要望を頂きました。これから最終入国期限となる 

2027 年 6 月 30 日までに、全員が入国できるよう、気を引き締めて、申請を行ってまいります。 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

  

    

 

 

 

 




